
● 新機能 
 

１． 均質化計算 (Homogenisation) で相の選択ができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 相の成長を考慮した新しい均質化計算モデルが導入されました。 

詳細は、Help ⇒ Articles & Docs ⇒ Other ⇒ Homogenisation を参照ください。 

 

３． Thermodynamic PropertiesのStep Temperatureにおいて特定の温度における相分率のSummary

を表示できましたが、さらに特定な相の相分率を入力データとして移行できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✔ を外すと考慮される相の一覧が表示されます。 

③ 

 

② 

① 

④ 



操作方法 

① Step Temperature の   をクリックすると、温度一覧が表示される 

② 表示する温度を選択 

③ 棒グラフが表示されるので、Options の   をクリックすると、Summary of data が表示される 

④ 下段の          をクリックすると、Compassion が JMatPro の GUIへ Transfer される 

 

※ この機能は、特定の相の Property を計算するときに使用されます。 

例えば工具鋼を考えると、異なるオーステナイト化温度は、オーステナイトと炭化物の異なる

混合物を与えます。 特定のオーステナイト化温度からのマルテンサイトの硬度を知りたい場

合は、オーステナイトの組成を知る必要があります。 

 

４． Processing Map の計算をユーザデータから行う Utility を追加 

Utility ⇒ Processing map 

 

⚫ 手動での入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① Strain(ひずみ)を指定 

② Enter flow stress data manually を指定 

③ Strain rate(ひずみ速度), Temperature(温度)を指定して、          をクリック 

④ 表示された表に数値を入力し、         で計算を実行 

 

⚫ File 入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① Strain(ひずみ)を指定 

② Load flow stress data from file を指定して      をクリック、Filename が表示され、 

選択して      をクリックすると Filename が挿入。 

③           のクリックで表が表示されるので、         で計算実行 

 

 

 

 



Input file format 

入力は、各温度、ひずみ速度毎の流動応力/塑性ひずみが必要になり、下記の format で作成し

てください。 

各数値の区切は、ブランクです。 

※塑性ひずみの値に対応していない入力があった場合、中で補間、外挿され、欠落されたひずみ

値での流動応力データが作成されます。できるだけ、指定したひずみ値での流動応力を入力して

ください。 

 

⚫ Strain values : s1, s2, s3, , , , sN 

⚫ Strain rate values : sr1, sr2, sr3, , , , srN 

⚫ Temperature : t1, t2, t3, , , , , , tN 

⚫ Flow stress values : fs(s, sr, t) 

 

sN srN tN # Strain, Strain rate, Temperature の個数 

s1 s2 s3 __________ sN # Strain values 

sr1 sr2 sr3 ___________ srN # Strain rate values 

t1 t2 t3 __________ tN # Temperature 

fs(s1,sr1,t1) fs(s2,sr1,t1) fs(s3,sr1,t1) __________ fs(sN,sr1,t1) 

fs(s1,sr2,t1) fs(s2,sr2,t1) fs(s3,sr2,t1) __________ fs(sN,sr2,t1) 

fs(s1,sr3,t1) fs(s2,sr3,t1) fs(s3,sr3,t1) __________ fs(sN,sr3,t1) 

 

fs(s1,srN,t1) fs(s2,srN,t1) fs(s3,srN,t1) __________ fs(sN,srN,t1) 

fs(s1,sr1,t2) fs(s2,sr1,t2) fs(s3,sr1,t2) __________ fs(sN,sr1,t2) 

fs(s1,sr2,t2) fs(s2,sr2,t2) fs(s3,sr2,t2) __________ fs(sN,sr2,t2) 

fs(s1,sr3,t2) fs(s2,sr3,t2) fs(s3,sr3,t2) __________ fs(sN,sr3,t2)  

 

fs(s1,srN,t2) fs(s2,srN,t2) fs(s3,srN,t2) __________ fs(sN,srN,t2) 

 

 

５． 固相変態を含めて凝固潜熱の計算がより正確に計算できるように改良 

 

６． 前バージョンまでは Forming limit diagram utility の強度応力は、降伏応力、引張応力、硬度のい

ずれかを入力できたが、降伏応力のみになった。 

 

● Al 合金 

７． Al 合金における強度計算で Li の粗大化の影響を修正 

 

● Al/Mg 合金 

８． Al/Mg 合金の鋳造強度(Cast strength)で、硬度の表示を VPN(ビッカース) と HRC（ロックウェル）

から VPN と HB(ブリネル) へ変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

# 温度 ｔ１の Flow stress 

# 温度 ｔ2 の Flow stress 




